
7月学院福音化、第2課 

AE学院 E

がくいん

AAE福音化E

ふくいんか

AAE第E

だい

A2AE課E

か

A「AE神様E

かみさま

Aがくださった AE救E

すく

AいはAE信仰E

しんこう

AでAE味 E

あじ

Aわうことができる」です。 

 

ガラテヤ2:20をAE読E

よ

Aみます。 

「もはや A E 私 E

わたし

Aが A E生E

い

Aきているのではなく、キリストが A E 私 E

わたし

Aのうちに A E生E

い

Aきておられるのです。 A

E今私 E

いまわたし

Aが A E肉E

にく

Aにおいて A E生E

い

Aきているいのちは、 A E 私 E

わたし

Aを A E愛E

あい

Aし、 A E 私 E

わたし

Aのためにご A E自分E

じ ぶ ん

Aを A E与E

あた

Aえてくださ

った、 AE神E

かみ

AのAE御子E

み こ

AにAE対E

たい

AするAE信仰 E

しんこう

Aによるのです。」 

 

 A E今回E

こんかい

Aのガラテヤ2 A E 章 E

しょう

Aを A E通 E

とお

Aしてパウロの A E神学E

しんがく

Aの A E華E

はな

Aともいえる「 A E信仰E

しんこう

Aによる A E義 E

ぎ

A」についてい

っしょにAE黙想E

もくそう

Aしましょう。 

  A E新約E

しんやく

A A E聖書E

せいしょ

Aの A E順序 E

じゅんじょ

Aでは、ローマ1:17で「 A E義人E

ぎ じ ん

Aは A E信仰 E

しんこう

Aによって A E生E

い

Aきる」というみことばが A

E最初 E

さいしょ

Aに A E記録E

き ろ く

Aされていますが、 A E先週 E

せんしゅう

A A E申E

もう

Aし A E上E

あ

Aげたように、パウロの A E手紙E

て が み

Aの A E中E

なか

Aで A E最初E

さいしょ

Aに A E書E

か

Aかれ

たものがガラテヤ A E人E

びと

AへのA E手紙 E

て が み

Aであるため、 A E信仰E

しんこう

Aによって A E義E

ぎ

AとA E認E

みと

Aめられるということは、ガ

ラテヤ人
びと

への手紙
て が み

が最初
さいしょ

です。いっしょに読
よ

んでみましょう。 

 

ガラ2:16「しかし、人
ひと

は律法
りっぽう

を行
おこな

うことによってではなく、ただイエス・キリストを信
しん

じることによって義
ぎ

と認
みと

められると知
し

って、私
わたし

たちもキリスト・イエスを信
しん

じました。

律法
りっぽう

を行
おこな

うことによってではなく、キリストを信
しん

じることによって義
ぎ

と認
みと

められるため

です。というのは、肉
にく

なる者
もの

はだれも、律法
りっぽう

を行
おこな

うことによっては義
ぎ

と認
みと

められないか

らです。」 

 

 正
ただ

しい信仰
しんこう

生活
せいかつ

をしている人
ひと

には「信仰
しんこう

によって義
ぎ

と認
みと

められる」、「救
すく

いは信仰
しんこう

によっ

て得
え

ることができる」などの言葉
こ と ば

はあまりにも当然
とうぜん

に聞
き

こえる言葉
こ と ば

でしょう。しかし、

律法
りっぽう

中心
ちゅうしん

の信仰
しんこう

生活
せいかつ

を何千年
なんぜんねん

もしてきたユダヤ人
じん

にとっては、それは、でたらめで、

根拠
こんきょ

もないことであり、理解
り か い

できない言葉
こ と ば

なのです。 



だれよりも律法
りっぽう

による義
ぎ

については非難
ひ な ん

されるところがない者
もの

だったパウロは、復活
ふっかつ

した

キリストに会
あ

った後
のち

、イエス・キリストを信
しん

じる信仰
しんこう

によって救
すく

いを得
え

、義人
ぎ じ ん

とされるこ

とを手紙
て が み

の様々
さまざま

な所
ところ

で記録
き ろ く

しています。（ローマ1:17、3:22、3:28、4:5、5:1、ガラ2:1

6、エペ2:8、ピリピ3:9）。 

 

代表
だいひょう

としてローマ1:17節
せつ

を読
よ

んでみましょう。 

「福音
ふくいん

には神
かみ

の義
ぎ

が啓示
け い じ

されていて、信仰
しんこう

に始
はじ

まり信仰
しんこう

に進
すす

ませるからです。「義人
ぎ じ ん

は

信仰
しんこう

によって生
い

きる」と書
か

いてあるとおりです。」 

これはただパウロの主張
しゅちょう

であるだけではなく、聖書
せいしょ

全体
ぜんたい

に流
なが

れる主題
しゅだい

です。 

 

 今日
き ょ う

は、上
うえ

にある聖書
せいしょ

のみことばを通
とお

して「義
ぎ

と認
みと

められる」ということは何
なに

であるの

か、イエス・キリストを信
しん

じるというのはどういう意味
い み

であるのかを具体的
ぐたいてき

に見
み

てみまし

ょう。 

 

１ ガラ2:16では、法廷用語
ほうていようご

であるギリシャ語
ご

「ディカイオス(δίκαιος)」から派生
は せ い

した「義
ぎ

」という単語
た ん ご

を３回
かい

も繰
く

り返
かえ

して使用
し よ う

しています。３回
かい

も使用
し よ う

しているのを見
み

る

と、重要
じゅうよう

な単語
た ん ご

であることがわかります。 

「義
ぎ

」は神様
かみさま

の属性
ぞくせい

に属
ぞく

するものなので、その根源
こんげん

が人間
にんげん

にないことを知
し

らなければなり

ません。人間
にんげん

が自分
じ ぶ ん

から働
はたら

きかける（能動的
のうどうてき

な）努力
どりょく

によってなされるわけではないの

で、この節
せつ

では「受動態
じゅどうたい

（受身
う け み

、～される）」として記録
き ろ く

されています。 

また、人間
にんげん

から義
ぎ

になるような何
なに

かがあるから義
ぎ

にしてあげるという意味
い み

ではなく、義
ぎ

だ

と認
みと

めてあげるということです。 

義人
ぎ じ ん

はいない、一人
ひ と り

もいない（ローマ3:10）、すべての人
ひと

は罪
つみ

を犯
おか

して、神
かみ

の栄光
えいこう

を受
う

け

ることができない（ローマ3:23）ので、イエス・キリストを通
とお

して彼
かれ

を信
しん

じる者
もの

たちを義
ぎ

と認
みと

めてくださる道
みち

を開
ひら

いてくださったということです。 

 



２ 二番目
に ば ん め

に、イエス・キリストを信
しん

じるということはどういうことなのかを考
かんが

えてみま

しょう。 

まず、「信仰
しんこう

」の出発
しゅっぱつ

と所有権
しょゆうけん

が私
わたし

にあるのではないことを知
し

らなければなりません。

ガラ2:16で信仰
しんこう

というギリシャ語
ご

の「ピスティス(πίστις)」という名詞
め い し

の尾
お

が「ピス

テオス(πίστεως)」という名詞
め い し

の所有格
しょゆうかく

（「～の」という意味
い み

）になっています。こ

の言葉
こ と ば

を正
ただ

しく解釈
かいしゃく

すると、「イエス・キリストを信
しん

じることによって」という目的格
もくてきかく

で

はなく、「イエス・キリストの信仰
しんこう

によって」という所有格
しょゆうかく

で解釈
かいしゃく

しなければなりません

（ローマ3:22も同
おな

じ）。ですから、十字架
じゅうじか

で死
し

んで復活
ふっかつ

するまで、父
ちち

なる神
かみ

に従
したが

い、信仰
しんこう

の創始者
そうししゃ

であり、完成者
かんせいしゃ

（12:2）となったイエス・キリストのその信仰
しんこう

が私
わたし

たちに与
あた

え

られたので、神様
かみさま

は私
わたし

たちの中
なか

にある御子
み こ

イエスの信仰
しんこう

を見
み

て、私
わたし

たちをイエス・キリ

ストを信
しん

じる者
もの

と認
みと

めてくださるのです。それをローマ1:17に記録
き ろ く

したように、「信仰
しんこう

に

始
はじ

まり信仰
しんこう

に進
すす

ませる」と話
はな

すのです。 

 

 

 イエス・キリストの信仰
しんこう

の完成
かんせい

の場
ば

は十字架
じゅうじか

でした。その信仰
しんこう

を恵
めぐ

みの賜物
たまもの

として受
う

けて、イエス・キリストを信
しん

じる者
もの

となった私
わたし

たちに求
もと

められるの

は、「私
わたし

」は十字架
じゅうじか

で死
し

んで、私
わたし

の中
なか

に「キリスト」が生
い

きておられることを毎日
まいにち

確認
かくにん

することです。それが日々
ひ び

自分
じ ぶ ん

の十字架
じゅうじか

を負
お

う人生
じんせい

です。私
わたし

を愛
あい

し、私
わたし

のために自分
じ ぶ ん

を

与
あた

えてくださった神
かみ

の御子
み こ

イエス・キリストを信
しん

じる信仰
しんこう

の中
なか

でのみ、生
い

きることを願
ねが

い

祝福
しゅくふく

します。 


